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Ⅰ．はじめに

　平成 20 年の小学校および中学校の学習指導要領の
改訂では，「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」とい
う科学の基本的な見方や概念を柱とした理科教育内容
の構造化が基本方針として示され，学習指導要領解説

（2008）には 4 つの柱で小・中学校の理科の内容を整
理した表が提示された．カリキュラムにおける内容の
系統性は，学習指導要領解説に示された表を小学校第
3 学年から中学校第 3 学年に向けて縦に見ていくこと
で確認することができる．しかし，その表は各単元の
位置づけを具体化してはいるものの，内容の系統性や
関連性を理科学習に反映させるための方策は示してい
ない．すなわちカリキュラムの指針を咀嚼して，実践
レベルの具体策を組み立てることが教育実践上の課題
となる．内容の系統性を意図した学習は，単元間の関
連付けだけが問題ではない．むしろ単元内の学習が連
続的に展開し，各時間の学習事項が有機的に結び付く
ことが土台になるであろう．
　理科学習において，単元の最後に行うまとめの活動
は，学習者が学習事項を振り返り，内容を整理して，

意味づけや関連付けを行う総括的な学びになる．観察
実験を通して得た結論を端的な文章でまとめたり，
キーワードを抜き出したりすることも多いが，単元全
体の学習プロセスを表現することは難しい．現行の小
学校理科教科書（H22 年検定）をみると，単元の終わ
りに「まとめ」や「確かめ」という欄があり，学習し
た要点を文でまとめたり，適語を記入したり，応用問
題を解くような活動が提示されている．5 社中 1 社で
は，児童自身が絵・図や文で学習したことをまとめた
記述が単元のまとめの例になっている．また，別の 1
社の教科書では，「まなびをつなぐ」というページが
あって，例えば「植物」「メダカ」「ヒト」の成長の図
を並べて，生命のつながりという観点でまとめるよう
な記載がある．しかし，実際の理科学習において，児
童が白紙のノートに学習内容をまとめる活動を試みた
ならば，多くの児童がまとめ方で戸惑うのではないか
と予想される．また，教科書では，図やグラフなどを
用いたまとめの例が紹介されているが，それらの描画
には時間がかかり，学習事項を吟味して整理するため
の時間が足りなくなってしまう可能性もある．そこで，
本研究では教師自身が地域教材を開発し，単元構想を
工夫した実践において，授業で使用した教材の画像を
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利用して，学習事項をまとめるマッピングを行った．
そして，そのような方法の効果と児童の総括的な学び
の実態を分析した．

Ⅱ．方　　法

　地域教材の開発と単元構想に関する実践研究は，小
学 5 年「流れる水のはたらき」（井手上・渡邉 2012）
と小学 6 年「大地のつくり」（山本・渡邉 2013）で実
施した．両方の実践は，地域教材の開発とその教材を
生かした単元・授業構想を目的として実施したもので
あり，児童は地域の川や地層を教材にした野外観察や
資料学習を行った．その一連の学習を総括する目的で，
学習した事項を整理してまとめるためのワークシート
を開発した．ワークシートはテーマをもった学習内容
のまとめになっていて，授業で用いた地域教材の画像
やデータを貼ったり，それらを関連付けたり，説明す
る文を書き加えたりするものである．各ワークシート
の詳しいフォームと使い方については，それぞれの実
践と結果において詳しく説明する．このワークシート
の作成のプロセス，地域教材の画像の選択や配置，記
載内容等を分析して，児童の総括的な学びの実態と
ワークシートの効果を調査した．

Ⅲ．結　　果

1．「緑川ガイドマップ」の作成
（1）単元構想
　小学 5 年「流れる水のはたらき」の授業実践は，熊
本県美里町立 R 小学校の 5 年生 5 名を対象にして実
施した．R 小学校は，熊本県の中部を流れる一級河川
の緑川の上流域にあり，緑川は児童にとって身近な川
になっている．井手上と渡邉（2012）は，緑川の上
流～下流の川原の石に関する教材研究を行い，地域の
川の特徴を生かした「流れる水のはたらき」のための
学習教材を開発した．その成果を生かして，2012 年
10 月に表 1 に示す単元計画で合計 15 時間の授業を
行った．

　1 次では，緑川の上流に出かけて地形や川の流れ方
を観察し，川原の石を採取した．そして，2 次のモデ
ル実験で流水の浸食，運搬，堆積の作用を学習し，そ
れらと関連付けながら 3 次，4 次，5 次の学習を行った．
また，緑川の風景の画像資料，阿蘇火山に由来する溶
解凝灰岩，教材研究の調査で得た川原の石に関する
データなどを教材として利用することで，単元の学習
につながりをもたせることをねらった．ワークシート
の活用は，4 次の 2・3 時間目で行った．

（2）ワークシートの作成と利用方法
　「流れる水のはたらき」の 1 ～ 4 次のまとめとして，

「緑川ガイドマップづくり」を行った．「緑川ガイドマッ
プづくり」とは，学習したことを用いて緑川を紹介す
るマップをつくることを目標として，総括的なまとめ
を行う活動である．緑川ガイドマップのワークシート
とまとめに使用した写真のシールを図1と図2に示す．

表 1．「流れる水のはたらき」の単元計画

導入 単元の学習と野外観察のオリエンテーション（1 時間）
1 次 緑川の上流の野外観察 （4 時間）
2 次 流れる水のはたらきについてのモデル実験 （3 時間）
3 次 緑川の上流・中流・下流と土地の様子の観察（2 時間）
4 次 緑川上流・中流・下流の石の観察 （3 時間）
5 次 川とわたしたちのくらしを考える （1 時間）
単元のまとめ　評価テスト （1 時間）

図 1．緑川ガイドマップ用のワークシート

図 2．緑川ガイドマップ作成用のシール
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　ワークシート（図 1）は B4 サイズで，中央に緑川
の地図を挿入している．また，ガイドマップ作成用に
緑川の地形，川原，石などを示す写真（16 枚）と緑
川の勾配を示すグラフを載せた A4 サイズのプリント
を準備した（図 2）．なお，追加で下流域の石と上流
域の護岸を示す 2 枚の画像を配布した．このプリント
はシールになっていて，児童は裏紙をはがすだけで
ワークシートに貼りつけることができる．写真とグラ
フは，授業中の提示資料として利用したものと同じ画
像を用いた．
　ガイドマップの作成は次の手順で行った．
①画像のシールをすべて切り取る．
②ガイドブックに使いたい画像を選んで，ワークシー
トのどの位置に貼るのかというレイアウトを決めてか
ら，シールの裏紙をはがして貼る．
③川の地図や他の画像と線で結んだり，説明を書き加
えたりしてまとめる．
　説明の記述では，「しん食」「運ぱん」「たい積」「流
れの速さ」「川幅」「川原の広さ」などのキーワードを
用いるように指導した．

（3）児童がまとめたワークシートの分析
　児童（n ＝ 5）は，準備した 19 枚の画像のうち平
均 13 枚を用いて，緑川の上流，中流，下流を意識し
た画像の配置と説明を行った．図 3 に児童が作成した

「緑川ガイドマップ」の例を示す．この児童は 14 枚の
画像を用いていたが，川原の風景の画像を川に近い場
所に並べて，その場所で見られる石を外側に貼って，
地図上の場所，風景，石を線で結んでいた．風景と石

をセットにして関連付けるレイアウトは，他の児童に
もみられたが，結び付け方は児童により異なり，地図
の近くに石が配置されたり，川原の画像と石が並置さ
れたりする例もあった．5 名中 4 名の児童は，川の上
流域・中流域・下流域を塗り分け，下流側から画像に
番号を付けていた．画像に書き添えられた説明をみる
と，「川はばがせまく，流れがはやい」「石がごつごつ
して川の中に石がある」「石の大きさが 50 ～ 60cm く
らいの大きさになっている」「小さい石や中くらいの
石がたくさんたい積している」「大きく丸い石がたい
積している」「泥がたい積している」「石がみられず，
泥となっている」のように，画像の内容を解説するも
のが多かった．しかし，5 名中 4 名は，「上流よりも～」
のような表現を用いて，複数の画像に見られる石の大
きさなどを比較していた．
　流水の作用に関するキーワードである「しん食」「運
ぱん」「たい積」がガイドマップの説明に用いられて
いるかを調べたところ，浸食は 3 名，運搬は 1 名，堆
積は 4 名に用いられていた（n ＝ 5）．図 3 の例では，
川岸の崖の画像の説明で「岩が水でしん食されている」

「溶結凝灰岩が水によってしん食されている」，川原の
大きな岩の画像の説明で「水にしん食されてごつごつ
している」と記述され，水と浸食が結び付いた表現に
なっていた．しかし，他の 2 名は「がけがしん食され
た様子」のような表現で，同じ説明中に水という用語
を用いていなかった．堆積は，下流の川原の画像や石
の画像の説明で用いられていたが，図 3 の例のように
上流や中流の川原の画像の説明で用いられていること

図 3．児童がまとめた「緑川ガイドマップ」の例
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もあった．運搬という用語を用いていた児童（1 名）は，
上流の川岸の崖と川原の画像の間に「しん食された石
が運ぱんされ，川にたい積する」と記述していた．単
元の学習をつなぐ地域教材として準備した溶結凝灰岩
については 3 名が説明に利用し，緑川の河川の勾配を
示すグラフの画像を用いた児童は 3 名であった．

2．「地層マイスターへの道」の作成
（1）単元構想
　小学 6 年「大地のつくり」の授業実践は，熊本県熊
本市立 T 小学校の 6 年生 20 名を対象にして実施した．
T 小学校は熊本市北部の肥後台地にある学校で，阿蘇
火砕流堆積物が広がる地域であるため，教科書に載っ
ているような縞模様の地層が観察できるような場所は
ほとんどない．そこで，山本と渡邉（2013）は，T 小
学校に保管されていたボーリング試料等を用いて，地
域の地質を生かした「大地のつくり」の学習教材を開
発して，2013 年 11 月に表 2 に示す単元計画で合計
14 時間の授業を行った．本単元の実践においては，
全体のテーマを「地層マイスターへの道」と設定し，
学校の地面の下のボーリング試料以外に，熊本県内の
花房層（菊池市），山鹿市志々岐（しじき）の地層，
人吉層（人吉市）の資料を用いて，流水や火山による
地層のでき方の学習等を行った．

　1 次では，導入で実施した地層パズルの活動から気
づいたことや疑問を課題にして，流水による地層ので
き方を調べる学習を行った．ここでは，流水によって
できた花房層，人吉層を教材として活用した．2 次は，
T 小学校の地域に隣接した山鹿市志々岐の地層から採
取した火山灰の観察から始めて，T 小学校の地面の下
がどうなっているのかを，寒天地層モデルのボーリン
グ実験や地域のボーリング試料をもとにして推論し，
その結論を「地層マイスター」の認定試験とした．2

次の活動は予定では 3 時間であったが，ボーリング試
料を用いた学習が時間を超過したため，1 時間増やし
て合計 4 時間で実施することになった．そのため 3 次
の学習は予定よりも 1 時間減らして 4 時間で行った．
ワークシートの活用は，2 次の最後の時間（4 時間目）
に行った．

（2）ワークシートの作成と利用方法
　地域教材を用いた地層に関する学習を総括する目的
で，「地層マイスターへの道」というワークシートに
取り組む活動を計画した．「地層マイスターへの道」
のワークシートとまとめに使用した写真のシールを図
4 と図 5 に示す．

　ワークシート（図 4）は B4 サイズで，中央に熊本
県の地図を載せている．左上には自分でタイトルを付
ける欄，右下にはまとめの記述をする欄を設けている．

「地層マイスターへの道」作成用の画像は，A4 サイズ
のシール用紙に印刷した（図 5）．まとめに用いる画
像は，地域の地層の写真が 7 枚，その地層が観察され
る場所の航空写真が 3 枚，授業で行った地層堆積モデ
ル実験の結果が 2 枚，T 小学校の写真 1 枚，阿蘇山の
航空写真 1 枚の合計 14 枚である．

表 2．「大地のつくり」の単元計画

導入 地層パズルを用いた地層の観察 （1 時間）
1 次 地層のできかた （5 時間）

　地層堆積モデル実験
　堆積岩と化石
　火山でできた地層

2 次 私たちが住む大地のつくり （3 時間）
　寒天地層モデルを用いた地層の広がりの学習
　ボーリング試料を用いた認定試験
　大地のつくりのまとめ

3 次 大地の変化 （5 時間）
　大地の変化に関する調べ学習
　火山活動や地震による大地の変化と災害

図 4．「地層マイスターへの道」用のワークシート

図 5．「地層マイスターへの道」用の写真シール
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　「地層マイスターへの道」の作成の手順は，基本的
には「緑川ガイドマップづくり」と同じであるが，必
ず用いるキーワード（構成物／広がり／流れる水のは
たらき／火山のはたらき）をワークシート中に書き入
れ（図 4 右上），写真を貼る場所を工夫すること，地
図と写真を線で結ぶこと，学習を通してわかったこと
を書くこと，言葉は短く，わかりやすく書くことなど
を作成前に指導した．

（3）児童がまとめたワークシートの分析
　児童（n ＝ 18）は，準備した 14 枚の画像のうち平
均 7 枚を用いて，学習をまとめるワークシートを完成
させた．児童が用いた画像の枚数には個人差があり，
14 枚すべての画像を用いた児童がいる一方で，3 枚し
か用いなかった児童もいた．
　図 6 と図 7 に児童が作成したワークシートのまとめ
の例を示す．図 6 の児童は 7 枚の画像を用いていたが，

「①地層はどうやってできたのか？」「②山鹿市志々岐
はどうやってできたのか？」「③地層はれき，砂，泥，
上からみてどの順番でつくられているのか？」「④ T
小学校の地層はどうやってできたのか？」と言う問い
をタイトルにして，学習したことのポイントを整理し，
それぞれの問いに関連する画像を貼って，答えを記述
するような Q&A 方式のまとめ方をしていた．また，
阿蘇山の画像と志々岐の画像を線でつなぎ，地面の下
のイラストと堆積実験の結果の画像を近くに配置して
いた．アクリルパイプを用いた地層堆積モデル実験の
結果の画像については，人吉層の縞模様をした地層や
花房層の画像と隣接して配置された例（3 名）や水槽
の斜面を用いた堆積モデル実験の結果と結び付けた例

（6 名）があった．図 7 の児童は，ワークシートの左
半分のスペースで，中央の地図の周辺に花房層，志々
岐の地層，人吉層の画像を配置して線で結び，その外
側にそれぞれの地層を拡大した画像を配置していた．
また，ワークシートの右半分では，花房層や人吉層が
ある場所の航空写真には川が見られるという共通性に
注目し，流水のはたらきによる地層のでき方を説明し，
地層堆積モデル実験の結果を結び付けていた．さらに，
志々岐の地層の航空写真は阿蘇山と結び付け，火山に
よる地層のでき方を説明していた．地域の地層等の画
像と地層堆積モデル実験の結果の画像との関連付け
は，18 名中 8 名の児童が行っていた．
　ワークシート作成用の画像で，半数以上の児童が用
いたのは，地層堆積モデル実験（水槽）：15 名，阿蘇山：
14 名，T 小学校：13 名，人吉層：12 名，地層堆積モ
デル実験（アクリルパイプ）：12 名，志々岐の地層：
9 名であった．画像の配置をみると，3 分の 2 の児童（12
名）は，中央の熊本県の地図上の位置と対応するよう
に，選択した地層等の画像の位置を決めていた．また，
7 名の児童は，図 6 のように阿蘇山の画像を志々岐の
地層や T 小学校の画像と線などで結び付けていた．T
小学校の写真を用いていた 13 名の児童のうち 10 名
は，図 6 や図 7 のようにイラストや文章で，T 小学校
の地面の下の地層は流れる水のはたらきと火山のはた
らきでできていることを説明していた．
　ワークシート中の説明の記述内容は，用いた画像の
枚数と同様に個人差があり，例えば，アクリルパイプ
を用いた地層堆積モデル実験の画像に関しては，何も
説明が付記されていないものから，図 6 のように「泥」

図 6．児童がまとめた「地層マイスターへの道」の例 1
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「砂」「れき」という言葉だけが添えられたもの，流水
による地層のでき方を示す根拠として「地層は主に下
から順にれき・砂・泥の構成物からできている」のよ
うな文で説明されているものなどがあった． 説明に
おいて用いるように指示したキーワードについては，

「流れる水のはたらき」が繰り返し使われる例が多く，
8 名の児童が複数の学習事項の説明で使用していた．

Ⅳ．考　　察

1．学習事項のネットワーク化
　本研究で開発したワークシートは，地域教材を活用
した「川」「地層」の学習をまとめるものであったため，
準備した地域教材の画像の配置は地理的な位置関係に
基づくものになった．つまり，中央に示した川地図や
地層のある場所を示す地図が画像の配置を決めるとき
の指針になり，児童はレイアウトを決めやすかったの
ではないかと考えられる．しかし，実際の児童のワー
クシートをみると，画像の配置は画一化することなく，
多様化していた．その一因としては，準備した画像の
数が比較的に多く（5 年：19 枚，6 年：14 枚），その
選択の段階で学習者による差異が生じたのではないか
と考えられる．
　「緑川ガイドマップ」では，浸食，運搬，堆積とい
う流水のはたらきの観点で関連付けが行われたり，川
原の石の大きさの変化や緑川でよく観察される溶結凝
灰岩で学習事項が整理されたりすることを期待した．
その観点から，児童がまとめた「緑川ガイドマップ」

をみると，浸食という用語は川岸の崖や上流の岩と対
応させやすいのでよく用いられ，堆積についても川原
の石や砂・泥の画像の説明で用いやすいようであった．
しかし，運搬という用語は，濁流を表すような画像を
提示していなかったため，画像を解説するなかで用い
られることはなく，浸食作用と堆積作用をつなぐよう
な説明がなされた場合にのみ用いられた．川原の石の
画像は，川の流れに沿って配置されるため，その画像
の説明において石の大きさが「上流よりも小さい」「下
流よりも大きい」のように，比較の表現が用いられる
ことが多かった．比較は，科学的な見方の一つであり，
画像を並べて貼る作業によって比較する視点が導かれ
たのならば，ワークシートをまとめる活動が科学的な
見方の育成に役立ったことになる．しかし，科学的な
見方を深めるためには，比べた結果を表現するだけで
なく，大きさが違う理由の説明を促すような手立てが
必要になるであろう．
　「地層マイスターへの道」では，①流水のはたらき
による地層のでき方，②火山のはたらきによる地層の
でき方，③地層の広がりという観点から学習事項を整
理し，地域の地層と関連付けるようなまとめを期待し
た．流水のはたらきは花房層（あるいは人吉層）と結
び付き，火山のはたらきは志々岐の地層と結び付き，
その両方のはたらきが関係しているのが T 小学校の
地面の下の地層であるため，この 3 つのグループに分
けて画像を整理することは比較的に容易だったようで
ある．しかし，阿蘇山の画像や地層堆積モデル実験の
結果をその 3 つのグループとどのように関係付けて配
置するかによって，学習事項間の結び付きが多様化し

図 7．児童がまとめた「地層マイスターへの道」の例 2
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ていた．児童がもっともよく用いた画像が水槽を使っ
た地層堆積モデル実験の結果であり，次に多かったの
が阿蘇山の画像であったことからも，この 2 つの画像
が学習事項をリンクする鍵になっていたことが示唆さ
れる．「緑川ガイドマップ」に比べると，中央の地図
の周辺のどこにどの画像を配置するかは自由度が大き
く，そのためにレイアウトを十分に計画してから画像
を貼らないと，地層堆積モデル実験の結果を挿入しに
くくなってしまったり，学習事項間のリンクが表現し
にくくなってしまったりする可能性がある．
　「緑川ガイドマップ」では，流水のはたらきのモデ
ル実験で学習した知識が学習事項を整理する観点にな
り，「地層マイスターへの道」では，地層堆積モデル
実験の結果の画像がワークシートをまとめるときの鍵
になった．つまり，ワークシートをまとめる活動を通
して，モデル実験と実際の地域の川を対比するような
見方が促されたのではないかと考えられる．

2．画像をマッピングするまとめの方法
　学習者の認知構造を視覚化する方法である概念地図
法は，言語で示された「概念ラベル」の間の結び付き
を線で示し，その結び付きの「つなぎ言葉」を表記す
ることを基本とするもので（角屋ら編 2009），評価ツー
ル，学習ツール，教授ツールとして活用されている（日
本理科教育学会編 1998）．本研究で開発したワーク
シートと地域教材の画像を用いる方法は，考えを表出
させるアプローチと学習ツールという点で，概念地図
法と共通する．しかし，言葉で示された「概念ラベル」
ではなく，地域教材の画像を用いているため，具象的
なイメージが学習者に与えられる．また，概念地図法
はラベル間の関係性を言語化するが，画像を用いた場
合，画像と画像の関連の言語化よりも，画像そのもの
の説明が中心になる．したがって，単純化された言語
が用いられやすい概念地図法に比べると，画像をマッ
ピングする方法ではより詳細な説明が書き添えられた
例が多かった．その一方で，関係性を説明するように
指示していなので，画像と画像が単に並べられただけ
のまとめになることもあった．画像の選択や配置を工
夫して，学習したことの関係性を位置関係で表すこと
に戸惑った児童もいたと考えられるので，画像をマッ
ピングするようなまとめを繰り返し行ったり，他者の
まとめと比べ合ってまとめ方のスキルを高めたりする
工夫が必要であろう．
　概念地図法の「概念ラベル」に相当する地域教材の
画像は，授業の中で紹介したものを用いたので，学習
の文脈で意味づけされやすかったと考えられる．地域
教材に関するデータベースを作成しておけば，教師自
身が撮影できなかった場合でも，授業およびまとめに

利用可能であろう．実験結果などもデジタルカメラで
容易に記録できるので，本研究のように児童が行った
実験の結果の画像をまとめに用いると，他の学習事項
と線で結んだり，並べて配置したりすることで，実験
と学習事項の結び付きに対する実感が増すのではない
かと考えられる．本研究では， 5 年の実践では 19 枚，
6 年の実践では 14 枚の地域教材の画像を用いた．そ
のうち 5 年の児童は平均して約 70％（13 枚），6 年の
児童は平均して 50％（7 枚）の画像をワークシート
に貼り，空いたスペースに説明を書きいれることがで
きていたので，画像のサイズや枚数は適当ではなかっ
たかと考えられる．

3．単元構成の評価ツール
　地域教材の画像のマッピングによるまとめは，単元
構成および学習構想の影響を受けると考えられるた
め，単元構成を評価するツールとして利用可能である．
例えば「流れる水のはたらき」の事例の場合，児童が
生活している地域の川を主な学習対象としながら，流
水のはたらきに関するモデル実験（2 次）で学習した
ことを地域の川に当てはめて（3・4 次），川を流れる
水のはたらきとして理解するような構成になってい
る．したがって，①「しん食」「運ぱん」「たい積」と
いう用語が使われているか，②「しん食」「運ぱん」「た
い積」という用語が水と関連付けて用いられているか，
③流水のはたらきのモデル実験の結果が説明中に使わ
れているか，という点で各児童のワークシートを分析
すれば，単元構成が学習に反映された程度を評価でき
るであろう．今回の実践では，5 名中 1 名しか「水に
よってしん食される」という表現ができなかったので，
単元全体を通した水の取り上げ方が課題になることが
示唆された．4 次において上流・中流・下流の石につ
いての学習を行ったので，児童の注意が石の形や大き
さに向けられてしまった可能性もある．また，③の観
点については，画像のシールの中に流水のはたらきに
関するモデル実験の結果を示す写真を加えておけば，
その結果を実際の川の地図と対比するような見方を
もっと導けた可能性もある．
　「地層マイスターへの道」の場合，1 次と 2 次の両
方で，地域の地層や学校の地面の下の地層などを材料
にして問題提起を行い，その仮説を検証するためにモ
デル実験，土砂の観察，資料の活用を行うというアプ
ローチをとっている．また，2 次で実施したボーリン
グ試料を活用して，学校の地面の下の地層を推論する
活動は，1 次で行った流水によってできた地層と火山
によってできた地層を総合して考える内容になってい
る．したがって，花房層，人吉層と流水のはたらき，志々
岐の地層と火山のはたらきがそれぞれ組み合わさっ
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て，それが学校の地面の下の地層につながるような結
び付きが表現されていると，単元構成の意図が学習に
結び付いて児童に理解されたと判断することができ
る．今回の実践では，18 名中の 10 名が T 小学校の地
面の下の地層について，「水のはたらき」「火山のはた
らき」という言葉や柱状図のようなイラストを用いて
説明することができていた．しかし，単元内の学習内
容のつながりをさらに重視すれば，二つのはたらきか
ら説明できた児童の数が増加し，花房層，人吉層の画
像，志々岐の地層の画像と T 小学校の画像とのリン
クも増加すると予想される．地域の地層と地層堆積モ
デル実験（水槽）の結果を関連付けることができた児
童は 8 名であり，ほぼ半数の児童はモデル実験で見ら
れた分級作用と地域の地層の縞模様がどちらも流水の
はたらきの結果と見なしていたことがわかる．これを
単元構成の成果とみなすこともできるが，残りの半数
の児童においてリンクが見られないこと，および地層
の縞模様ができた原因と分級作用の結果を混同してい
る可能性があることは，今後の課題として追究する必
要がある．

Ⅴ．おわりに

　本研究では，地域教材の画像のマッピングによる学
習の総括的なまとめに取り組み，児童のワークシート
から，その利点と問題点を評価した．地域教材である
ため地理的な関係性が学習事項を整理する観点になり
やすいことや，画像の説明において鍵となる用語や概
念の活用が期待できることなどの利点がある一方で，
画像間の関係性の説明を促すような工夫が必要なこと
がわかった．画像のシールを用いたマッピングは，描
画が苦手な児童にとっては取り組みやすい方法になる
が，地球領域以外の単元の場合，使用する画像の内容
やワークシートのまとめ方を工夫する必要が生まれる
であろう．
　例えば，小学 6 年「植物のつくりとはたらき」では，
実際に用いたホウセンカやジャガイモの植物体をワー
クシートの中央に配置し，茎の断面を観察した結果，
葉から蒸散で生じた水を集める実験の結果，光合成の
叩き染め実験の結果などの画像を用いて，キーワード
としては「日光」「水」「水蒸気」「酸素」「二酸化炭素」
という用語を用いてまとめる方法が提案できる．小学
5 年「電磁石のはたらき」では，電磁石の N 極・S 極
や強さを調べる実験装置の画像や実験結果を示す画像
に加えて，棒磁石，方位磁針，豆電球を用いた回路の
画像を準備し，3・4 年での学習と比較しながらまと
めが行えるような工夫ができるのではないかと考えら

れる．巻き数の異なるコイルや電流計のイラストも，
児童のまとめ方の工夫を導けるかも知れない．
　学習したことをわかりやすくまとめるためには，文
章による表現能力だけでなく，配置や図式化によって
整理する能力も関係するため，個人差が生まれやすい
ようであった．まとめ方のパターンを覚えることが目
的ではないが，学習者間の交流活動を通して，上手な
まとめ方を真似することから，学習者独自のまとめ方
に発展するような手立ても必要になるであろう．学年
の違いによる差異もあると予想されるため，画像の
マッピングの方法は，各発達段階に適応するように改
善しなければならない．今後，様々な学年や単元で画
像のマッピングを用いる方法の工夫と修正を行い，よ
り効果的なまとめの学習を導けるように検討していき
たい．

付　　記

　本研究は，平成 24 年度修士論文：熊本県緑川の川
原の石の教材研究（井手上光博）および平成 25 年度
理科教育国内留学生研修成果報告書：「大地のつくり
と変化」における地域教材の開発と科学的な思考力を
育成するための授業実践の取組（山本裕子）において
実施した実践研究の成果を分析してまとめたものであ
る．また，本研究の一部は，科学研究費助成事業「鍵
教材とプロセス・スキルを接点にした理科カリキュラ
ム・マップの作成」（課題番号 26350238）の助成を受
けて実施した．
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